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問
　
パ
ソ
コ
ン
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
機
能
を
強
化
す
る
た
め

増
額
補
正
が
提
案
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
元
職
員
が
個
人
情
報
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
持
ち
出
し
た

こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
と
思
う

が
、
安
易
に
持
ち
出
さ
れ
る
よ

う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
も
反

省
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
元
職
員
に
よ
る
個
人
情

報
を
含
む
電
子
デ
ー
タ
の
持
ち

出
し
は
、
公
務
員
と
し
て
の
自

覚
が
著
し
く
欠
如
し
て
い
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
誠
に
遺
憾

な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
情
報

を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
て
し

ま
っ
た
環
境
は
、
早
急
に
改
善

が
必
要
で
、
今
回
の
補
正
予
算

に
よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
環
境

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
機
能
を
強
化
し
て
も
、
扱

い
方
次
第
で
は
同
じ
よ
う
な
事

態
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
運
用
面
で
は
、
所
属
長

に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
ー
の
利
用
承
認
と
利
用
履

歴
の
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
職
員
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
関
す
る
知
識
と
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
を

行
い
再
発
防
止
に
取
り
組
む
。

安
心
・
安
全
に
つ
い
て

問
　
台
風
19
号
に
お
け
る
対
応

を
踏
ま
え
、
指
定
緊
急
避
難
場

所
の
在
り
方
や
自
治
会
と
の
連

携
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
指
定
避
難
所
と
の
区
別
に

つ
い
て
、
ど
う
周
知
す
る
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
指
定
緊

台
風
19
号
の
被
害
と 

そ
の
対
策
に
つ
い
て

問
　
台
風
19
号
で
は
、
道
路
の

冠
水
や
家
屋
の
床
上
・
床
下
浸

水
が
相
模
川
流
域
の
四
之
宮
、

田
村
地
域
で
多
数
発
生
し
た
。

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水

が
予
想
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
地

域
に
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
相
模
川

上
流
部
で
多
く
の
雨
が
降
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
規
模
で
の
城
山
ダ
ム
の
継
続

的
な
放
流
や
緊
急
放
流
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
た
め
、
相
模
川
の

待
機
児
童
解
消
策
の
成 

果
と
通
年
ゼ
ロ
を
問
う

問
　
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
施
策
を
伺
う
。

副
市
長　
施
設
整
備
と
し
て
、

花
水
さ
く
ら
保
育
園
の
供
用
開

始
や
、
真
田
・
北
金
目
地
区
の

民
間
新
園
の
整
備
、
大
野
地
区

の
既
設
園
の
増
築
、
駅
周
辺
で

の
小
規
模
保
育
事
業
施
設
の
整

備
な
ど
、
１
５
５
人
の
定
員
増

を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市

独
自
の
取
り
組
み
を
展
開
し
、

保
育
士
の
確
保
が
着
実
に
進
ん

で
い
る
。

問
　
令
和
２
年
４
月
時
点
の
待

機
児
童
の
見
通
し
と
、
通
年
で

ゼ
ロ
を
目
指
す
施
策
を
伺
う
。

副
市
長　
４
月
の
見
通
し
と
し

て
全
市
的
に
は
保
育
需
要
に
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、

地
域
で
状
況
が
異
な
る
の
で
、

待
機
児
童
が
生
じ
な
い
よ
う
慎

重
に
調
整
を
図
る
。
ま
た
、
通

年
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す

に
は
、
認
可
の
保
育
園
の
よ
う

な
安
定
的
に
確
保
す
べ
き
受
け

皿
と
、
小
規
模
保
育
事
業
の
よ

う
な
弾
力
的
に
活
用
す
べ
き
受

け
皿
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
学
校
完
全
給
食 

早
期
実
現
に
向
け
て

問
　
策
定
す
る
学
校
給
食
基
本

構
想
・
基
本
計
画
の
公
表
時
期

や
、
新
し
く
整
備
す
る
共
同
調

理
場
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
２
年
12
月
の

策
定
を
目
指
し
て
お
り
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
策
定
後
速
や
か

に
公
表
し
て
い
く
。
学
校
給
食

の
実
施
は
、
施
設
整
備
だ
け
で

な
く
運
営
に
も
財
源
が
必
要
と

急
避
難
場
所
と
は
、
災
害
の
危

険
か
ら
一
時
的
か
つ
緊
急
に
逃

れ
る
た
め
の
場
所
で
あ
る
。
指

定
避
難
所
と
は
、
自
宅
の
全
壊

や
半
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停

止
な
ど
に
よ
り
自
宅
で
の
生
活

が
困
難
と
な
っ
た
人
が
一
定
期

間
滞
在
す
る
場
所
で
あ
る
。
台

風
19
号
で
開
設
し
た
一
部
の
避

難
場
所
で
は
、
地
域
な
ど
と
の

十
分
な
連
携
が
取
れ
ず
運
営
に

課
題
が
見
え
た
。
今
後
は
、
運

営
の
事
例
や
連
携
の
在
り
方
な

ど
を
ま
と
め
、
避
難
所
運
営
委

員
会
内
で
の
情
報
共
有
を
図
り

た
い
。
ま
た
、
一
部
を
除
く
同

一
の
施
設
が
、
指
定
緊
急
避
難

場
所
と
指
定
避
難
所
の
二
つ
の

役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
地

域
の
訓
練
な
ど
で
説
明
す
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者 

避
難
支
援
指
針（
素
案
）

問
　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支

援
体
制
を
推
進
す
る
た
め
指
針

と
し
て
改
訂
す
る
。
こ
れ
ま
で

も
あ
る
避
難
行
動
要
支
援
者
登

録
制
度
を
ど
う
周
知
す
る
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
こ
の
制

度
は
、
登
録
し
て
も
ら
っ
た
避

難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
を
自

治
会
や
民
生
委
員
児
童
委
員
に

提
供
し
、
共
助
に
よ
る
要
支
援

者
支
援
体
制
を
構
築
し
て
も
ら

う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
今

後
、
地
域
で
今
回
の
改
訂
の
趣

旨
を
説
明
し
、
新
た
な
支
援
の

形
で
あ
る
チ
ー
ム
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
方
式
を
提
案
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
共
助
の
輪
が
広

が
る
よ
う
に
周
知
に
努
め
る
。

龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地

問
　
公
園
の
整
備
に
、
ど
う
理

解
を
求
め
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
こ
れ
ま
で
市

民
全
体
に
向
け
た
説
明
会
や
地

元
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換
な

ど
で
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
き

た
。
１
月
に
予
定
し
て
い
る
事

業
者
の
選
定
が
済
み
次
第
、
市

民
や
近
隣
住
民
が
対
象
の
説
明

会
を
開
催
し
、
計
画
の
具
体
的

な
図
面
な
ど
を
示
し
、
分
か
り

や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
す
る
こ

と
で
理
解
を
得
て
い
き
た
い
。

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

将
来
の
夢
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
待
機
児
童
、
中
学
校
給
食
は

出
村 

光 

議
員
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　議会には、議員の調査研究のた
め、図書室の設置が法律により義
務付けられています。
　本市議会では開かれた議会とす
るため、議場前の開放したスペー
スに議会図書室を設け、市民・議
会・行政が共同で利用できる環境
をつくりました。
　議会図書室には、白書などの政
府刊行物や市の行政資料、地方自
治や政策に関する書籍・雑誌など
があります。また、会議録や議会
だよりを配架し、情報発信に努め
ています。
　場所は、市役所本館８階、ご利
用いただけ
る時間は、
午前８時30
分から午後
５時までと
なります。
是非お立ち
寄りくださ
い。

議会図書室のご案内

災
害
に
強
い
安
全
な
、
そ
し
て
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
街
へ

石
田 

雄
二 

議
員

水
位
が
上
昇
し
、
相
模
川
へ
流

出
す
る
排
水
路
の
内
水
が
流
れ

に
く
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

問
　
浸
水
被
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
調
査
す
る
た
め
、
９
０
０
万

円
を
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

る
が
、
調
査
内
容
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
当
日
の

降
雨
状
況
と
時
間
ご
と
の
河
川

の
水
位
、
ま
た
、
四
之
宮
水
再

生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
処
理
水
も

加
味
し
て
具
体
的
な
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
析
を
行
い
、
浸
水

の
原
因
を
特
定
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
の
浸
水
箇
所
の
違
い
を
把
握

し
、
今
後
の
対
応
策
を
検
討
す

る
。子

育
て
支
援
に
つ
い
て

問
　
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
が
始
ま
っ
た
が
、

給
食
の
副
食
費
が
実
費
負
担
で

あ
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
に
本

市
独
自
の
助
成
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
副
食
費

は
、
主
食
も
含
め
、
在
宅
で
子

育
て
を
す
る
場
合
で
も
生
じ
る

費
用
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
保

育
料
の
一
部
と
し
て
保
護
者
が

負
担
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
無
償
化
に
お
い
て
も

制
度
上
、
保
護
者
が
負
担
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
年

収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
の
世

帯
、
第
３
子
以
降
に
つ
い
て

は
、
副
食
費
は
無
償
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
保
護
者

が
副
食
費
を
負
担
す
る
こ
と
は

今
ま
で
と
同
様
で
あ
り
、
低
所

得
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
も
制
度
上
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て

新
た
な
助
成
制
度
を
設
け
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

大
神
地
区
へ
の
医
療 

施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

問
　
市
は
20
年
前
か
ら
、
医
療

施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
地
元
自

治
会
と
約
束
を
し
て
い
る
。
他

自
治
体
で
は
、
診
療
所
の
開
設

費
用
の
助
成
を
主
な
内
容
と
す

る
開
業
医
誘
致
条
例
を
制
定
し

て
誘
致
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ

る
が
、
本
市
で
は
条
例
の
制
定

は
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長　
人
口
減
少
な
ど
で

新
た
な
医
療
機
関
の
誘
致
が
困

難
な
地
域
や
、
診
療
所
の
偏
在

が
著
し
い
地
域
に
お
い
て
、
そ

の
よ
う
な
条
例
を
制
定
し
誘
致

を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
し
か
し
、
山
間
部
の

過
疎
地
で
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
本
市
は
該
当
し
な
い
。

ま
た
、
大
神
地
区
へ
の
医
療
機

関
の
誘
致
は
市
全
域
に
関
わ
る

課
題
で
は
な
い
た
め
、
条
例
の

制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
誘
致
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

環
境
部
長　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
能
強
化
に

よ
る
個
人
情
報
の
漏
え
い
防
止

府
川 

正
明 

議
員

な
り
、
国
の
交
付
金
制
度
の
活

用
も
考
え
て
い
る
。
共
同
調
理

場
整
備
は
、
２
年
度
に
事
業
手

法
を
、
３
年
度
に
事
業
者
を
決

定
し
、
４
年
度
に
は
工
事
に
着

手
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
波
力
発

電
　
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

ま
ち
づ
く
り
で
地
域
医
療
へ
の

需
要
も
増
す
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
誘
致
を
取
り
巻
く
環

境
が
整
っ
て
い
く
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
関
係

機
関
へ
の
働
き
掛
け
や
庁
内
関

係
各
課
と
の
連
携
に
よ
り
、
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。
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